
世田谷グリーインフラ研究会の活動

１．これまでの経緯：
2015年に成城地区でグリーンインフラ（GI）の勉強会が開かれました。これは全国でも最も早い市民によるグリーンインフラ
の取り組みでした。これが世田谷GI研究会、野川GI研究会に発展しました。

２．現在の状況：
その後8年経ち、この間に世田谷区におけるグリーンインフラの取り組みが進展してきています。世田谷区はグリーンイン
フラを施策に組み込み、(一財)世田谷トラストまちづくりとともに「自分でもできる雨庭づくり」の活動を始めています。地
域団体や市民、NPOなどもこれに連携して活動し、個人住宅における雨庭づくりの活動を進めており、雨庭の実践は増
えてきています。

３．世田谷区の取り組み：
世田谷区は全国的に見てもグリーンインフラの取り組みが進んでおり、公共施設における事例が多くあります。一方で、
面的に取り組む流域対策としての個人住宅の雨庭を普及させる制度はまだこれからです。

４．目指すところ：
今回は具体的に目に見える活動として最先端の雨庭やGIの事例を学びあうことにより、今後のグリー
ンインフラの普及につなげたいと思います。

野川GI研究会、世田谷GI研究会の活動状況 成城GI研究会の活動状況

東京農業大学の雨庭
／福岡孝則氏（東京農業大学）の発表
「協働の森」・大学HPより

東京都市大学の雨庭実験モデル
／横田樹広氏（東京都市大学）の

発表より抜粋

住宅モデルの雨庭
／NPO雨水まちづくりサポート

のスライドより抜粋

市民の雨庭

大学の雨庭

世田谷区

世田谷グリーンインフラ学校
／角屋ゆず氏（世田谷トラストま
ちづくり）の発表より一部抜粋

雨庭の実践
／金子有太氏（FRAME）スライドより抜粋

せたがやグリーインフラ
ライブラリー
／世田谷区豪雨対策・下水道整備課よ
り紹介のあった内容の一部を世田谷区
HPより抜粋
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＜世話人＞
中川清史（野川とハケの森
の会）、石神 隆（成城自
治会）、荒垣恒明（成城学
園教育研究所）、神谷 博
（法政大学エコ地域デザイ
ン研究センター）、福岡孝

則（東京農業大学）、横田
樹広（東京都市大学）、中
村 創（大日本ダイヤコン
サルタント(株)）、金子有太
（NPO世田谷まちづくり市
民評議会）、田中・荒井・
角屋（一般財団法人世田谷
トラストまちづくり）、金
子是久（日本生態系協会）、
他
＊世田谷区と連携して各堂
を行っている。
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